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第５章 高性能型消火器の検証 

 

第１節 高性能型消火器の検証背景 

高性能型消火器は、消火に資する主な成分であるリン酸アンモニウムの含有比率を

従来の４０％から９０％に高めた薬剤を中に詰めた消火器である。高性能型消火器の油

火災等に対する消火能力が、従来使われてきた消火器の消火能力から大幅に向上し

ていることは既に確認されている。今回、工事現場で用いられている断熱材から出火し

た火災に対しても油火災と同様に、従来用いられている消火器より高い消火能力を有

するという仮説を立て、検証を行った。 

 

第２節 検証概要 

１ 検証内容 

工事現場内で施工前に保管されている断熱材、及び壁と天井に施工された断熱

材、それぞれから出火延焼する火災を想定し、充填された薬剤の種類、薬剤の内容

量を変数とした消火の可否を比較検証した。 

２  検証手順 

⑴ 断熱材から出火した火災の再現 

押出法ポリスチレンフォーム（以下「XPS」という。）を平積みしたケース１及び現

場発泡した硬質ウレタンフォームを壁と天井に施工したケース２の計２ケースについ

て、ガスバーナーで断熱材に着火し、火災を再現した。それぞれのケースの断熱材

の設置状況、着火方法及び燃焼の状況については以下の写真のとおり（写真５－１

及び写真５－２参照）。 

 

   

写真５－１ ケース１ XPS ボード 
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写真５－２ ケース２ 硬質ウレタンフォーム 

 

⑵ 出火した断熱材に対する消火器の有効性 

⑴のケース１及びケース２について着火後にそれぞれ一定のタイミングで消火器

による消火を試み、消火の成否、消火までの時間を参考に、消火器の有効性を検

証した。充填する薬剤の種類、内容量を変数とし、消火の可否及び消火に至った

場合は消火に要した時間を記録した。詳細は表５－１のとおり。 

なお、高性能型消火器は薬剤量が３．０ 未満のものは製品化されていない。変

数として選択した薬剤の分量に適合する粉末消火器の容器に、高性能型消火器

と同等のリン酸アンモニウムを含有している薬剤を充填し実験を行った。 

 

表５－１ 消火器の薬剤及び分量 

No 検証したケース 消火薬剤 薬剤分量 消火の成否 消火時間 

1 ケース１ 

XPS ボード 

90 ×９０ｃｍ 

×１０枚 

ABC40 １.０ｋｇ × ― 

2 ABC90 1.０ｋｇ × ― 

3 ABC40 ２.０ｋｇ × ― 

4 ABC90 ２.０ｋｇ 〇 ７秒 

5 ABC40 3.0ｋｇ 〇 ５秒 

6 ABC90 3.0ｋｇ 〇 ３秒 

7 G-Wet 2.2L 〇 １０秒 

8 ケース２ 

硬 質 ウ レ タ ン フ ォ ー

ム 

壁と天井 

ABC40 １.０ｋｇ × ― 

9 ABC90 1.０ｋｇ 〇 １０秒 

10 ABC40 3.0ｋｇ 〇 ５秒 

11 ABC90 3.0ｋｇ 〇 ８秒 

12 G-Wet 2.2L × ― 

※ ABC40:リン酸アンモニウム４０％含有、ABC90：リン酸アンモニウム９０％含有 

※ G－Wet：界面活性剤その他を含む強化液 
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第３節 まとめ 

１ ＸＰＳボードの消火結果 

Ｎｏ１及びＮｏ２の薬剤量 1.０kg のケースでは、全量放射したが共に消火に至らな

かった。 

No3 及び No4 の薬剤量２.０ｋｇのケースでは、No3 の ABC40 は消火に至ら

ず、No4 の ABC９０は 7 秒で消火した。 

また、No5 及び No6 の薬剤量３．０ｋｇケースでは、双方ともに短い時間で消火に

至っている。 

以上のことから、平積みしたＸＰＳボードから出火した火災に対しての消火能力は、

リン酸アンモニウムの含有率及び、消火器の薬剤の放射レート（単位時間に放射でき

る薬剤量：薬剤分量／放射時間）の双方に依存する傾向が見られた。 

２ 硬質ウレタンフォームの消火結果 

 Ｎｏ8 及びＮｏ9 の薬剤量 1.０kg のケースでは、No8 の ABC40 は全量放射した

にも関わらず消火に至らなかった。一方、No9 の ABC90 は 10 秒で消火した。 

また、No10 及び No11 の薬剤量３．０ｋｇのケースでは、双方ともに短い時間で消

火した。 

以上のことから、壁及び天井に施工された硬質ウレタンフォームから出火した火災

に対しての消火能力は、リン酸アンモニウムの含有率及び、消火器の薬剤の放射レー

ト（単位時間に放射できる薬剤量）の双方に依存する傾向が見られた。 

３ 高性能型消火器に使用される薬剤 

XPS ボード及び硬質ウレタンフォームの検証から、ＸＰＳボードについては No3 及

び No4 のケース、硬質ウレタンフォームについてはＮｏ8 及びＮｏ9 のケースから、高

性能型消火器に使用している消火薬剤の優位性が確認できた。 

一方、消火器内の薬剤量（放射レート）に消火能力が依存している傾向も確認で

きた。検証前は、ABC４０の１０型消火器（薬剤分量 3.0ｋｇ）と同等の能力を、

ABC90 の３型消火器（薬剤分量１.０ｋｇ）が有していることを想定していたが、今回

の検証結果を見る限りは、同等の能力を有していると判断することは出来なかった。 

 


